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雌牛の群飼下における卵巣除去が肥育成績に及ぼす影響 

  

岡久靖司・山本 憲・堀北直樹・音井威重 
  

要約 

 雌牛では発情による飼料摂取量の低下や乗駕による事故等の発生があり，また去勢牛に比べ闘争が激

しいことなどから群飼による肥育が困難である。そこで，試験 1では黒毛和種牛を用い，試験 2では交

雑種牛を用い，それぞれの生体から卵巣除去器を用い卵巣を除去し，その後の肥育成績について検討し

た。 

1)  試験 1では残存卵巣の機能回復により，発情による乗駕行動が確認されるとともに，発育性，飼料

効率等について対照区とほとんど差はみられなかった。 

2)  試験 2では試験区が，卵巣除去により飼料効率並びに増体成績の改善がみられた。 

3)  枝肉，肉質成績においては，試験 1，2 ともに，枝肉成績では試験区が枝重で優れる傾向を示した

が，肉質成績については BMSが対照区で優れる傾向となった。 

Ⅰ 目的 

 本県の平成 8年における肥育牛の出荷頭数は約 24,000頭で，その約半数を雌牛が占めている。一般

に雌牛肥育においては，発情による飼料摂取量の低下や乗駕による事故等の発生があり，また去勢牛

に比べ闘争が激しいことなどから群飼による肥育が困難であると言われており，肥育技術の確立が急

務となっている。この対策として卵巣除去器を用い生体から卵巣を除去する技術が普及しつつある。

そこで，卵巣除去器（Kimberling-Rupp Spay Device）を用い今回は試験 1では黒毛和種を用い，試験 2

においては交雑種を用い卵巣除去を実施した後の肥育成績について検討した。 

Ⅱ 材料及び方法 

1 供試牛および試験区分 

 卵巣の除去は，宿糞除去後に局所麻酔を行い，外陰部周辺を洗浄後に卵巣除去器

（Kimberling-Rupp Spay Device）を膣経由で腹腔内に挿入して実施した。除去後は対照区と同様

の飼養管理により出荷時まで管理した。 

＜試験 1＞ 

 黒毛和種雌牛 6頭を試験区，対照区 3頭づつに区分し，卵巣除去は平成 9年 5月 20日に 1頭，

7月 15日に 2頭（平均 11ヶ月齢時）に実施した。 

＜試験 2＞ 
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 交雑種雌牛 6 頭を試験区，対照区 3 頭づつに区分し，卵巣除去は平成 9 年 6 月 16 日（平均 9

ヶ月齢時）に実施した。 

2 試験期間 

＜試験 1＞ 

 平成 9年 5月 20日から平成 11年 1月 17日までの 610日間とし，肥育前期 72日，中期 212日，

後期 326日とした。 

＜試験 2＞ 

 平成 9年 6月 16日から平成 10年 12月 15日までの 547日間とし，肥育前期 137日，中期 181

日，後期 229日とした。 

3 供試飼料 

試験 1,2ともに 

 濃厚飼料 

 （市販配合 A      DM 87.0％，  TDN 76.0％，  DCP 10.0％） 

 （市販配合 B      DM 87.0％，  TDN 74.0％，  DCP 10.0％） 

 （市販配合 C      DM 87.0％，  TDN 70.0％，  DCP 11.5％） 

 （圧ペン麦       DM 87.5％，  TDN 74.1％，  DCP 7.6％） 

 粗飼料 

 （スーダン乾草     DM 84.5％，  TDN 47.5％，  DCP 3.2％） 

 （イタリアン乾草    DM 80.0％，  TDN 41.0％，  DCP 5.4％） 

 （アルファルファー乾草 DM 86.9％，  TDN 47.4％，  DCP 12.1％） 

4 飼料給与・管理 

 試験 1，2ともに，日本飼養標準 1)肉用牛雌牛の肥育に要する養分量に基づき，各区共 TDNを

体重 500Kg未満は期待 DG1.2，体重 500Kg以上 600Kg未満は期待 DG1.0に設定し，毎月 1回の

体重測定から TDN100％に見合う量を 1日 2回（8時 30分と 16時）に分けて給与した。体重 600Kg

以上については，給与量を体重 600Kg 期待 DG0.8 に設定し，食べきる場合は濃厚飼料を追加給

与した。給水は，ウォーターカップによる自由給水とし，鉱塩は自由舐塩とした。 

 飼育は牛房（25.4m2）に 1群 3頭とし，敷料にはオガクズを使用して 1週間ごとに牛房内の清

掃を実施した。 

5 調査項目 

 1）血液性状  2）飼料摂取状況  3）発育成績  4）枝肉・肉質成績  5）肉の理化学

的性状 

6 肉の理化学的特性の測定 

 供試材料は屠殺後 2 日目にカット業者で解体し，ロース部を第 6～7 肋骨間で切断して切断面

より約 5cmの厚さに切り取り，これを材料として肉の PH，肉・脂肪の色調，肉の水分率，保水

力，伸展率について測定した。 
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Ⅲ 結果 

1 血液性状 

＜試験 1・2＞ 

 試験 1の検査結果を表 1－1に，試験 2の検査結果を表 1－2に示した。 

 試験 1・2 ともに卵巣除去後に抗生物質の投与は実施しなかったが，除去直後に白血球の若干

の上昇は見られるもの正常域値で推移した。その他の血液性状値も両試験とも試験区，対照区の

差はほとんど見られず，正常値で推移した。 

2 飼料摂取状況 

＜試験 1＞ 

 飼料摂取量および 1kg増体に要した養分量を表 2－1に示した。 

 試験 1における飼料摂取量は，試験区において卵巣除去による飼料摂取量の低下もほとんど見

られず，全期間両区間にほとんど差が無く推移したが，濃飼料摂取量では肥育前・中期において

試験区が，肥育後期において対照区が多く摂取する傾向を示し，粗飼料はその逆の傾向を示した。

また，1kg増体に要した養分量についてもほとんど差は見られなかった。 

＜試験 2＞ 

 飼料摂取量および 1kg増体に要した養分量を表 2－2に示した。 

 試験 2においては，卵巣除去後に飼料摂取量が低下し，前期では対照区に比べ劣る傾向となっ

た。また濃厚飼料摂取量については，肥育前・中期に対照区がやや多く，逆に粗飼料摂取量では

試験区が肥育中期以降多くなる傾向を示した。1kg 増体に要した養分量は，全ての期間において

増体が良好であった試験区が優れ，卵巣を除去することによる飼料効率の向上が認められた。 

3 発育成績 

＜試験 1＞ 

 試験 1の発育成績を表 3－1に示した。 

 試験 1 の開始時体重は，試験区 215Kg±37.8，対照区 204Kg±27.8 で，前期終了時では 15kg，

中期終了時で 27kg，試験終了時で 17kgの差で推移し，全期間の増体成績については，試験区 425Kg，

対照区 420Kgとほとんど差は見られなかった。しかし，卵巣除去後 1月間の増体成績については，

試験区 37.4kg，対照区の 38kgとほとんど差はみられなかった。 

＜試験 2＞ 

 試験 2の発育成績を表 3－2に示した。 

 試験 2の開始時体重は，試験区 263Kg±0.58，対照区 262Kg±9.24でほとんど差は無かったが，

卵巣除去後 1ヶ月間の増体量は試験区が 11kg，対照区が 22kgと対照区が上回ったものの，前期

終了時で 4kg，中期終了時で 20kg，試験終了時で 57kgの差で試験区が対照区を上回って推移し，

全期間の増体も試験区が 456Kg，対照区が 401Kgと試験区が対照区を上回り，バラツキも試験区

が小さかった。 

4 枝肉・肉質成績 
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＜試験 1＞ 

 試験 1の枝肉・肉質成績を表 4－1に示した。 

 枝肉成績は，枝重以外は対照区が優れる傾向にあった。肉質成績においても，BCSが試験区で

やや低かった他は全て対照区が優れており，BMSでも対照区が 5.7と試験区の 3.7に比べ優れる

傾向であった。 

＜試験 2＞ 

 試験 2の枝肉・肉質成績を表 4－2に示した。 

 枝肉成績は，枝重，バラ厚で試験区が優れる傾向にあり，ロース芯面積を除く他の項目では対

照区が優れる傾向であった。また肉質成績においは試験区，対照区ほぼ同じ成績であった。 

5 肉の理化学的性状 

＜試験 1＞ 

 試験 1における肉の理化学的性状の測定結果を表 5－1に示した。 

 肉色については，対照区で L 値が高く，a・b 値で低くなる傾向がみられた。PH，脂肪色にお

いては差は認められず，水分率については，試験区 58.8，対照区 49.6と試験区が少ない結果であ

り BMS の低いものが水分率が高くなる傾向がみられた。保水率，伸展率についても対照区が優

れる傾向となった。 

＜試験 2＞ 

 試験 2における肉の理化学的性状の測定結果を表 5－2に示した。 

 水分率，伸展率，PH，肉色等の各項目において差は認められなかった。 

Ⅳ 考察 

 今回，雌牛を群飼する場合に問題となる発情行動を抑制する技術として注目されつつある卵巣除去

について検討を行った。 

 増体成績であるが，試験 2においては前回の試験 2)同様，卵巣除去に伴う増体の改善が確認された

が，試験 1では卵巣除去にともなう増体の改善は確認されなかった。このことは，浦田ら 3)によると

卵巣が再生することにより増体・肉質の改善効果が得られなかったとし，山岡ら 4)によると，僅かな

卵巣が残存した場合でも卵巣の機能が働き，発情が回復し増体に影響するとしている。さらに中西ら

の報告 5)では卵巣除去牛 6頭のうち 4頭で卵巣が残存し，増体や飼料効率改善等の卵巣除去効果がみ

られなかったとしている。次に川畑ら 6)によると，卵巣を完全に除去した場合増体は劣り，卵巣の片

側のみで摘出残があった場合は対照区より発育性が優れ，摘出残があっても摘出処置により機能回復

による発情回帰及び乗駕行動も抑制され，また発情の指標となるプロジェステロン値も対照区と完全

摘出牛の中間値であったとしている。 

 これらを考え併せると，卵巣摘出の技術的な問題等から卵巣が完全に摘出されない場合，残存卵巣

が機能回復すると発情行動がみられ卵巣除去の効果がみられず，そして程度の差はあると思われるが，

完全な機能回復まで至らなかった場合は発情行動が抑制され卵巣除去による増体成績が改善され，逆

に完全に卵巣を除去した場合は増体が劣るのではないかと考えられる。 



－5－ 

 今回我々が使用した器具では，挫滅後の卵巣采および固有卵巣索の切断がしづらく，中には引きち

ぎるような形となったことがあったため，ET 技術の熟練者が実施したにもかかわらず，と畜後の確

認から，試験 1，2 を併せ 6 頭中 1 頭のみが完全に摘出されていたにすぎず，結果として両側の卵巣

で残存や再生が認られた。 

 今回は血中プロジェステロンの測定は実施していないが，試験 1で肥育後期において 2頭に乗駕行

動が確認されたことから，残存卵巣が回復・機能し，卵巣除去による発情の抑制やそれによる増体の

改善がみらなかったと思われた。また，発情行動がみられなかった残る 1頭についても，群での順位

が最下位となっており，飼料摂取量の減少等から増体成績に影響したと考えられた。 

 また試験 2においては，卵巣が残存していたにもかかわらず，発情による乗駕行動がみられなかっ

たことから，卵巣除去により発情行動は抑制され増体成績も改善されるとともに出荷体重のバラツキ

も小さくなったと推測された。 

 また枝肉・肉質成績については，永井ら 7)によると BMS に差はみられないが，格付け 4 以上が高

くなること，F1 では BMS，肉の色沢，締まり，きめ，脂肪の色沢で除去牛で高くなるとし，山岡ら
2)金城ら 8)によると枝重で除去牛が劣る傾向にあるが，他の項目，特に BMSについては除去牛が高く

なる傾向にあるとしているが，今回の試験ではその逆の結果となり，その原因は不明であった。 

 しかし両試験共に卵巣の残存，再生が確認されたにもかかわらず，両試験の結果が同一の傾向を示

さなかったことは，卵巣の残存程度の差あるいはその卵巣の機能的な差が影響しているのではないか

と推測された。 

 今後は，卵巣の摘出状況別に報告した例数は少ないが，完全に卵巣除去を実施した場合は逆に発育

で劣るとの報告 5)もあり，さらに卵巣除去効果についての見解も一定していないため，完全に除去し

た牛との比較例数を増やし，その効果を検討していくとともに，本技術の目的が卵巣の除去による発

情抑制にあるため，残存卵巣の機能回復による発情行動の回帰等は目的を達成しているとは言えず，

確実な除去法の確立も必要であると考えられる。 
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